
　　　　

R8 年 3 月 30 日

放課後等
デイサービス

13 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス　みなみな 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 ・自信を持って行動する子ども・挑戦できる心を育みます・のびのび表現できる子ども・家庭と連携し子どもたちの小さな変化に対応します

支援方針 学校の放課後時間等において、生活能力や人との関わりに必要な働き、交流が出来るよう個別と小集団における支援を行います

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・心身の健康状態の把握ー登所時の検温、支援中の健康観察（必要に応じて個別、個室での活動の実施）等
・体調不良や気持ちの表出練習ー自分の体調や気持ちを知る時間を設定、気落ちの選択（元気・風邪気味・疲れている・怒っている等）
・ＳＳＴ等による身体的、社会的訓練ー身だしなみの確認、おやつの時間には、好きなお菓子を選択し購入するお買い物経験実施

・運動活動、協調運動（ドッチビー、サーキット、リズムあそび、卓球あそび等）－運動する楽しさや達成感を味わう経験、身体の使い方や柔軟性・バランス感覚等の身体能力の向上、
ルールを守ったり友達と協力することでの協調性の向上、勝ち負けを経験することでの感情コントロールなどを目指します
・工作活動（チャレンジ工作、みなみなサイエンス等）－イメージを形にする楽しさや達成感の経験、微細運動・巧緻性トレーニング、道具の特性を理解し、身体をコントロールする力の
向上、自分の作品や友達の作品に対してポジティブな言葉を掛け合うことでの自己効力感の向上等を目指します
・感覚統合の促進（スクーターボード、スライム、トランポリン、鉄棒等）－固有受容感を刺激することでのボディイメージの形成、情緒の安定・自己コントロール等を目指します

・情報の視覚化ー児童の認知に合わせたスケジュールや手順法の提示（文字、イラスト、写真等）を行うことで、児童自身が理解して自信を持って取り組める環境を提示します
・感情コントロールー順番待ちやルール遊び、勝ち負けのあるゲームを取り入れ、正しい感情の表現方法やコントロール法を強化していきます

・ＳＴＴの活用ー自分の気持ちや考えを相手に伝える力（表現する力）、相手の気持ちを想像する力、相手の気持ちや考えを受け入れる力（聞く力）を育てる
・コミュニケーションにおいての表現表出、表情受容（嬉しい時は笑う・嫌な時は怒る等）、相手の話を聞いての手振りや相づちの取得

・他児との関わりを促すーペアやチームで遊べるゲームを取り入れることで他児を誘う・他児に誘われる・時には遊びを断るなどのコミュニケーションスキルを取得しながら共同遊びを目
指します
・地域への参加（買い物、公共施設の利用、ゴミ拾い等）－挨拶や礼儀の習得、公共ルールやマナーの習得

主な行事等
・クッキング、買い物学習、各種防災訓練（年２回）
・長期休みのイベントー夏祭り、外食、お出かけ、映画鑑賞

家族支援

・みなみなノート、ＬＩＮＥの活用ーお子さんの様子をやり取りし、家庭の心
配事や悩みの軽減
・おたよりー毎月１回のおたよりの作成。活動の様子や活動の予定表を知って
もらう事での情報共有
・みなみな懇談の実施ー必要に応じて個人懇談の実施

移行支援 ・関係支援との連絡、会議、保育所等訪問支援等

地域支援・地域連携
・近隣のショッピングセンターやスーパーでの買い物学習
・公共施設等での室内外活動ー科学館、図書館、児童センター等
・ゴミ拾い等の地域清掃

職員の質の向上
・経験に応じた研修の参加
・外部研修、虐待防止と身体拘束、非常災害対策、感染対策等の定期研修


